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平成27年7月17日

企画部総合政策室

0 2 7 - 2 2 6 - 2 3 2 3

平成27年度 ｢国に対する政策要求｣について

○県政のより一層の推進を図る上で、国の理解と支援が必要不可欠な事項について、「国

に対する政策要求」としてとりまとめ、国の府省等への要望活動を実施します。

○特に今年度は、喫緊の課題である人口減少対策への取組を最重点事項とし、「魅力あふ

れる群馬の未来を創生する政策要求」として国へ要望します。

○そのほか、群馬県の実情を踏まえ、特に国の施策による支援が必要な事項について、「国

の施策等に関する政策要求」として国へ要望します。

【項目数】・魅力あふれる群馬の未来を創生する政策要求･･１０項目

・国の施策等に関する政策要求････････････････ ７項目

合 計 １７項目 [昨年度:１５項目]

Ⅰ 魅力あふれる群馬の未来を創生する政策要求

項 目 趣 旨 概 要

【しごと】 ○「地方に雇用を確保す ①本県の若者が、県外の大学に進学し、卒業後

１ 女性・若者の雇用 る」「地方への新しいひ 群馬に帰る割合が半数に満たない現状を打破す

対策の推進について との流れをつくる」た るため、地方に就職・定着する若者への支援

(担当:産業経済部) め、女性・若者の雇用 策強化や、Ｕ･Ｉターンの若者を積極的に雇用

対策を強力に進めるよ する中小企業等への新たな支援策を講じるこ

う求める と

②若者にきめ細かく対応するワンストップサー

ビスセンターの運営支援や、若者早期離職の

防止策など、若者雇用対策の充実を図ること

③非正規雇用者の正規雇用化策の充実を図るこ

と

④企業名公表を含め、若者の使い捨てが疑われ

る企業への過重労働重点監督の指導・監督体

制を強化すること

⑤女性が安心し希望を持って働けるよう、環境

の整備や継続雇用・再就職支援等のための施

＜要望先＞ 策を充実すること

内閣府、内閣官房、厚生労働省、

総務省、文部科学省
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項 目 趣 旨 概 要

【しごと】 ○障害の有無に関わらず、 ①キャリア教育・職業教育を推進するため、特別

２ 障害者の自立のた 誰もが安心して共に暮 支援学校で就労支援にあたる専任教員の定数配

めの環境整備の推進 らすことができる社会 置を行うこと

について の実現は極めて重要で ②特別支援学校高等部の整備に対する財政的支援

(担当：教育委員会、産業経済部、 あることから、障害者 の充実を図ること

健康福祉部） が地域で安心して生活 ③特別支援学校・就労移行支援事業所からの一般

し、就労できる環境整 就労をより一層推進するため、関係省庁との連

備を推進するために、 携を強化し、施策の充実を図ること

必要な財政支援等の措 ④障害者を雇用する中小企業等に対する財政的な

置を求める 支援等の拡充を図ること

⑤障害者就業・生活支援センター等の更なる体制

強化を図ること

⑥障害者の地域生活支援事業の制度拡充に見合っ

た財源措置を講じること

⑦障害者の地域移行を推進するため、社会福祉施

＜要望先＞ 設等施設整備費補助金等による支援施策の充実

内閣府、内閣官房、厚生労働省、 を図ること

文部科学省、総務省

【しごと】 ○介護職員の賃金の改善 ①次期介護報酬の改定において、介護従事者全般

３ 介護人材の確保対 と、地方の認定制度を の処遇向上に繋がるよう、介護報酬の基本部分

策について 国の制度に接続し介護 の改定を行うこと

(担当:健康福祉部) 報酬に適切に反映する ②認定介護福祉士（仮称）制度では、本県独自の

制度とすることを求め 「ぐんま認定介護福祉士」など、既存の研修を

る 活用する仕組みとするとともに、これらの制度

によって認められた専門性等を適切に介護報酬

に反映すること

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、厚生労働省

【しごと】 ○地方に雇用の場を創出 ①地方に本社機能を移転した企業に対し、法人

４ 企業の本社機能等 し人口流出を抑制する 税の特別償却や税額控除などの特例措置だけで

の地方移転促進につ ため、企業の本社機能 はなく、法人税率自体を軽減する措置を創設す

いて 移転や地方拠点強化を ること。その場合、地方の歳入に影響を与える

(担当:産業経済部) 促進する対策を求める ことのないよう、地方税財源を確保すること

②企業の本社機能の地方移転を促進する奨励金

を創設すること

③企業の地方拠点強化に係る地方税(不動産取得

税、事業税、固定資産税)の軽減措置に対する

地方交付税による減収補填の充実を図ること

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、経済産業省
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項 目 趣 旨 概 要

【ひと】 ○女性の活躍推進を一過 ①「すべての女性が輝く政策パッケージ」に掲

５ 女性の活躍推進対 性の取組に終わらせる げられた政策が着実に推進されるよう、強いリ

策について ことなく、強力に推進 ーダーシップを発揮して取り組むこと

(担当:生活文化スポーツ部) していくための取組・ ②地方においても、すべての女性が希望に応じ

支援を求める て活躍できる社会を実現するため、行政、企

業、団体及び地域社会などあらゆる分野で行う、

地域の実情に応じた女性の活躍推進対策につ

いて、恒常的な財源を確保し、継続的に支援

すること

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、厚生労働省

【ひと】 ○国による福祉医療費助 ①重度心身障害者及び子育て世帯に対する福祉医

６ 国による福祉医療 成制度の創設と、地方 療費助成制度を創設すること

制度の創設及び国庫 による福祉医療費助成 ②現物給付で福祉医療を実施する市町村に対して

負担金等の削減措置 へのペナルティ廃止を 行っている国民健康保険国庫負担金等の削減措

の廃止について 求める 置を廃止すること

(担当:健康福祉部)

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、総務省、

財務省、厚生労働省

【ひと】 ○安心して出産・子育て ①新たな専門医制度において、産婦人科医の不

７ 安定的な周産期医 できる周産期医療体制 足数を明らかにし、必要数を踏まえて専門医定

療体制の確保対策に を確保するために、実 数を設定すること

ついて 効性ある産婦人科医確 ②産婦人科医の勤務環境改善に向けて、具体的な

(担当:健康福祉部) 保策を求める 対策を早急に講じること

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、厚生労働省
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項 目 趣 旨 概 要

【まち】 ○農林業の成長産業化に ①「農業農村整備事業」の国庫補助について、27

８ 農山村の活力あ 向け、農業生産性の向 年度の早期追加配分並びに28年度に必要な予算

る地域づくりに向け 上を図る農業農村整備、 を安定的かつ十分に確保すること

て 森林資源の利用及び山 ②「農山漁村地域整備交付金」で実施する農業農

(担当:環境森林部、農政部） 村地域を災害から守る 村整備、林道及び治山施設整備等を進めるため、

ための基盤整備など、 27年度の早期追加配分並びに28年度に必要な予

地域の実情に即した取 算を安定的かつ十分に確保すること

組を支援する計画的か ③「森林整備加速化・林業再生交付金」について、

つ十分な対策を求める 素材生産から木材加工・流通・利用まで一体的

＜要望先＞ かつ計画的に取り組めるよう、継続及び拡充を

内閣府、内閣官房、総務省、 行うこと

財務省、農林水産省

【まち】 ○地域の実情や特性を踏 ①地方創生と国土強靱化に資する社会資本整備

９ 地方創生の基盤と まえた地方創生に資す を着実に進めるため、十分な予算を安定的・

しての社会資本整備 る社会資本整備や、県 継続的に確保すること

の推進について 民の命と暮らしを守る ②地方創生の基盤となる社会資本や地域拠点と

(担当:県土整備部、総務部、 国土強靱化の取組が重 なる施設等の整備を推進するため、地方が効

企画部） 要な課題であることか 果的に活用できる自由度の高い新たな交付金

ら、これらを着実に推 制度を創設すること。また、社会資本整備総

進する取組を求める 合交付金などの既存の交付金制度や地方債につ

いて、対象の拡大、要件の緩和、支援内容の充

実等により、地域の実情に合わせて活用できる

よう拡充すること

③群馬の高い拠点性を活かせるよう、県が進め

る、県内の高速交通網を補完する「７つの交

通軸」の整備・強化を推進すること

④災害に備えるインフラの長寿命化や耐震化、

ハード対策とソフト対策を適切に組み合わせ

た道路防災対策、治水・利水対策及び土砂災

＜要望先＞ 害対策を推進すること

内閣府、内閣官房、国土交通省、

総務省

【まち】 ○「道の駅」を核とした ①「農林水産業・地域の活力創造プラン」(平成

10 「道の駅」を核と 地域拠点を形成し、各 26年6月改訂)で掲げられた「道の駅」に係る

した地域拠点の形成 地域がそれぞれの特長 「地域拠点機能の強化」とそれらの「ネット

について を活かした社会を創生 ワーク化」の取組について、関係府省連携の

(担当:県土整備部) できるよう、総合的な もと着実に実施すること

支援策等を求める ②「道の駅」が持つ機能強化に向け、新たな補

助制度の創設、既存の補助制度の統合や補助

率の嵩上げ、申請手続の一元化を図ること

＜要望先＞

内閣府、内閣官房、国土交通省、

農林水産省、経済産業省、観光庁
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Ⅱ 国の施策等に関する政策要求

項 目 趣 旨 概 要

【一部新規】 ○社会保障関係費の増大 ①【新規】地方の財政需要を的確に積み上げた

１ 地方財政の充実・ が見込まれる一方、人 上で、地方交付税総額を確保するとともに、

強化について 口減少に伴う経済の縮 普通交付税の算定の際に成果指標を反映させ

(担当:総務部） 小傾向の中で、将来に る場合には、地方交付税本来の目的との整合

わたり安定的な財源確 性に留意すること

保対策を求める ②地方の財源不足の解消は、地方交付税の法定

率の引き上げを含む抜本的な見直しによって

対応することとし、臨時財政対策債のあり方

を全面的に見直すこと

③事務・権限移譲による新たな地方財政負担に

対し、確実な財源措置を講じること

④地方財政に関わる国の政策については、「国と

地方の協議の場」などを通じて、地方の意見

を十分反映させること

＜要望先＞

財務省、総務省

【一部新規】 ○世界文化遺産に登録さ ①【新規】世界遺産とその周辺を含めた一体的

２ 世界遺産「富岡製 れた「富岡製糸場と絹 な保全に関する新たな制度を創設し、積極的

糸場と絹産業遺産群」 産業遺産群」を次世代 に支援すること

の継承について に確実に継承するため、 ②構成資産の保存修理について、優先的に予算

(担当:企画部） 支援を求める を確保するとともに、既存の補助率の上乗せ

など財政的措置を講じること

＜要望先＞

文化庁

【新規】 ○東京電力福島第一原子 ①安全なきのこの生産に資する特用林産施設体制

３ きのこ産業の復興 力発電所の事故により、 整備復興事業を継続すること

に対する支援につい 深刻な影響を受けたき ②きのこ生産者への被害が全て補償の対象とさ

て のこ産業の復興対策に れ、早急に全額が支払われるよう、東京電力(株)

(担当:環境森林部) ついて、継続を求める に対し働きかけを行うこと

＜要望先＞

農林水産省、復興庁、財務省
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項 目 趣 旨 概 要

【新規】 ○太陽光発電及びバイオ ①再生可能エネルギーの地産地消を促進するた

４ 再生可能エネルギ マス発電など、地方に め、蓄電池を併用した自立消費型の太陽光発

ーの普及拡大につい おける再生可能エネル 電システムの補助制度を新たに創設すること。

て ギーのより一層の普及 また、こうした太陽光発電システムによる再

(担当:環境森林部) を図るための対策を求 生可能エネルギーを地域の中で効率的に活用

める するため、国においてスマートグリッドなど

新たな電力システムの実用化を加速すること

②木質バイオマス燃料の安定的な供給が可能と

なるよう、未利用材等の搬出に必要な路網整

＜要望先＞ 備や、燃料の製造に必要な機材の整備などに

経済産業省、農林水産省 対する支援を拡充すること

【継続】 ○今も継続されている本 ①本県産農畜産物等に対する輸入規制の早期解

５ 群馬県産農畜産物 県産農畜産物等に対す 除に向け、政府間交渉の取組を一層強化する

等に対する輸入規制 る輸入規制の早期解除 こと

の早期解除について を求める

(担当:農政部)

＜要望先＞

農林水産省、厚生労働省

【新規】 ○米政策や経営所得安定 ①昨秋の米価下落を踏まえ、平成３０年度を目

６ 米政策の見直しに 対策の見直しが進む中、 途にした、生産者等が自ら行う需要に応じた

伴う農家経営の安定 生産現場では米価下落 米生産では、実効性のある需給調整の仕組み

について や飼料用米の需要動向 を構築するなど、国が一定の関与をすること

(担当:農政部) 等に不安を抱いている により米価の安定に努めること

ため、農業経営安定に ②大幅な米価下落等に対応していない収入減少

向けた仕組み構築等を 影響緩和対策(ナラシ対策)について、20％以

求める 上の収入減少に対する補てん措置等の仕組み

を早急に構築すること

③需要に応じた米生産の軸となる飼料用米等に

＜要望先＞ 対し、充分な予算措置を講じること

農林水産省

【一部新規】 ○これまで幾度となく工 ①ダム本体について、コスト縮減を徹底し、一

７ 八ッ場ダム及び上 期が延期され、ダム事 日も早くダムを完成させること

信自動車道の早期完 業に翻弄されてきた地 ② 生活再建事業について、地元の意向を尊重す

成について 元住民等が、将来の不 るとともに早期に完成させること

(担当:県土整備部) 安や不便な生活に苦し ③【新規】上信自動車道の早期完成に向け、予

むことがないよう、ダ 算の重点的な配分をすること

ム事業の早期完成を強

く求める

＜要望先＞

国土交通省


